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概

要

ブリのべこ病（Microsporidium seriolae）は，致死率は低いものの商品価値の低

下を招くため養殖現場において問題となっている。

そこで，べこ病の感染・発症を早期に発見し，被害軽減に資するため，病感染経路

の特定及び養殖現場で実施可能な簡易診断手法の開発に取り組んだ。

ブリ寄生虫（べこ病）の早期発見
技術開発
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【まとめ】
⑴ 今回の取組では感染経路の特定はできなかったが，年間とおして分析することで，感染経路
の特定につながる可能性がある。

⑵ 遺伝子検査結果から，シストが発現していない場合でも，感染率は目視検査の約4倍以上の可能
性がある。

⑶ べこ病の原因虫は，堅いキチン質に覆われていることから，破砕系キットを用いることで
DNA抽出効率を改善できることが明らかになった。（SSUrRNA遺伝子を標的とした場合）

⑷ 養殖現場で利用できるDNA抽出方法の開発が必要。
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